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250 500 1,000 m

 空から見た杉並のみどり

地球温暖化の防止

温室効果ガスである二酸化炭素を
吸収・貯蔵します。

ヒートアイランド現象の緩和

植物の蒸散作用により気温の上昇
を緩和します。

生物多様性

野生生物の生息の場となります。

雨水の循環・浸透
樹木は雨水を取り込み蒸
散して大気中に放出しま
す。また、みどりの多い
公園や樹林地では地面に
雨水を浸透させます。

レクリエーション
みどりは自然とのふれあ
いの場を提供し、健康づ
くりや教養、文化活動の
場となります。

防災
樹木は火災の延焼を防止
します。また、オープン
スペースは災害時の避難
空間となります。

安らぎ
みどりのある景観は日本
の原風景や季節の移り変
わりを感じさせ、私たち
の生活に潤いや安らぎを
与えてくれます。

みどりの機能

みどりには様々な機能があり、あらゆる面から私たちの暮らしを支えてくれています。

地域のシンボル

光合成

生き物が集まる

木陰は涼しい

みどりを見て
安らぎを感じる

地域住民との交流

地震の時はブロック塀
のように倒れない

雨水は浸透
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